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原小学校では、国立能楽堂の能楽師を招いて、「能楽囃子ワークショップ」が行わ
れました。能楽囃子に用いられる楽器（笛、小鼓、大鼓、太鼓の４種類）の演奏体
験や能面に触れるなど、能楽の世界を楽しみました。　（２/１ 原小学校）

赤穂観光マスコットキャラクター「陣たくん」

「能楽囃子の世界」
を体験
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「
一
人
で
家
に
い
る
時
は
電
話
や
イ
ン

タ
ー
ホ
ン
に
出
な
い
。」は
、
よ
く
あ
り
ま

せ
ん
。
も
し
、
相
手
が
空
き
巣
で
、
誰
も

い
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の

だ
っ
た
ら
、
侵
入
し
た
空
き
巣
は
、
強

盗
に
な
り
、
被
害
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
に
対
応

し
た
と
き
に
、「
お
父
さ
ん
か
お
母
さ
ん

い
ま
す
か
。」と
聞
か
れ
た
と
き
に「
誰
も

い
ま
せ
ん
。」と
答
え
る
の
は
さ
ら
に
よ

く
あ
り
ま
せ
ん
。「
宅
配
で
す
け
ど
、
荷

物
を
預
か
っ
て
く
だ
さ
い
。」と
言
わ
れ

て
ド
ア
を
開
け
る
と
、
不
審
者
が
侵
入

し
て
き
た
と
い
う
事
件
も
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。

◦�

電
話
や
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
に
対
応
し
た

と
き
に
、「
お
父
さ
ん
い
ま
す
か
、
お
母

さ
ん
い
ま
す
か
」と
聞
か
れ
た
ら
、「
も

う
す
ぐ
帰
っ
て
き
ま
す
か
ら
、
も
う

少
し
し
た
ら
ま
た
来
て
く
だ
さ
い
。」

と
言
う
よ
う
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

親
が
す
ぐ
に
帰
っ
て
く
る
。
と
言
う

言
葉
で
、
子
ど
も
た
ち
を
不
審
者
か
ら

守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◦�

緊
急
時
に
は
、
大
声
を
出
す
の
が
一

番
で
す
。
で
も
、
普
段
大
き
な
声
を

出
し
て
い
な
い
の
に
、
と
っ
さ
に
大

き
な
声
は
出
ま
せ
ん
。
普
段
か
ら
、（
迷

惑
に
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
）練
習
す
る

の
も
一
つ
の
方
法
で
す
。

◦�

防
犯
ブ
ザ
ー
は
、
鳴
ら
し
た
ら
、
不

審
者
に
止
め
ら
れ
な
い
よ
う
に「
投
げ

る
」よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◦�

そ
し
て
、
１
１
０
番
の
家
で
す
。
皆
さ

ん
は
、
学
校
か
ら
自
宅
ま
で
の
１
１
０

番
の
家
を
子
ど
も
さ
ん
と
一
緒
に
確

認
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
講
演

会
に
参
加
さ
れ
て
い
た
方
の
中
に
は
、

親
子
で
１
１
０
番
の
家
の
方
に
ご
挨

拶
に
行
か
れ
た
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
。

親
が
、
我
が
子
の
た
め
に
見
知
ら
ぬ

人
に
頭
を
下
げ
る
。
そ
ん
な
姿
を
子

ど
も
は
決
し
て
忘
れ
な
い
。
と
、
最

後
に
言
っ
て
お
ら
れ
た
の
が
印
象
に

残
り
ま
し
た
。

　

大
切
な
こ
と
は
普
段
か
ら
不
審
者
の

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
方
法
を
親
子

で
話
し
合
う
こ
と
で
す
。
子
ど
も
が
被

害
者
に
な
る
悲
し
い
事
案
が
報
道
さ
れ

た
と
き
、
再
発
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
ご

家
族
で
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
方
法

を
話
し
合
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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人口の動き（１月）� 住民基本台帳登録者人口

世帯数 20,103戸 （＋ 3）

人口 50,702人 （＋ 1）

男 24,535人 （＋ 6）

女 26,167人 （－ 5）

� （　）内は前月比
◎１月中の異動
出生 39人（＋ 8） 転出 89人（＋ 13）
死亡 44人（－ 11） その他増 3人（＋ 3）
転入 96人（＋ 20） その他減 4人（＋ 1）

� （　）内は前月比

交通事故発生状況
区分 １月 平成25年累計

発生件数 120（＋ 12） 120（＋ 12）
　人身 10（－ 2） 10（－ 2）
　物損 110（＋ 14） 110（＋ 14）
死者 2（＋ 2） 2（＋ 2）
重傷 0（－ 1） 0（－ 1）
軽傷 10（－ 2） 10（－ 2）

� （　）内は前年比

火災・救急状況
区分 １月 平成25年累計
火災 0 （± 0） 0 （± 0）
救急 155 （＋ 9） 155 （＋ 9）

（　）内は前年比

火災発生時での問い合わせは� ☎43・6899 まで
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不
審
者
は
、
子
ど
も
が
学
校
か
ら
帰
っ

て
く
る
の
を
途
中
で
待
ち
伏
せ
、
そ
の
後

を
つ
け
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
家
に

子
ど
も
の
他
に
誰
も
い
な
い
と
わ
か
る

と
裏
口
や
ガ
ラ
ス
を
割
っ
て
侵
入
し
て

き
ま
す
。
そ
ん
な
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
、

◦�

家
に
帰
っ
た
と
き
に
、
近
く
に
誰
か
見

知
ら
ぬ
人
が
い
な
い
か
を
確
認
す
る
。

◦�

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
に
大
き
な
声
で「
た
だ

い
ま
」と
言
っ
て
か
ら
鍵
を
開
け
て
は

い
る
。

　

特
に
２
つ
め
で
不
審
者
は
、
誰
か
が

家
に
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
が
一
人
で
家
に
い
る
と
き
に

電
話
や
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
が
鳴
り
ま
し
た
。
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どんなことでもご相談ください
青少年育成センターでの相談業務 子どもたちを

不審者から守るために

　

赤
穂
市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
を
不
審
者
か
ら
守
る
た
め
に
、
警
察
や
関
係
機
関
、

各
種
団
体
の
方
々
が
毎
日
、
子
ど
も
た
ち
の
学
校
へ
の
登
下
校
の
見
守
り
を
続
け

て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
県
警
の「
防
犯
ネ
ッ
ト
」か
ら
は
、
私
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
る
西
播

磨
地
区
で
の「
ち
か
ん
」「
声
か
け
」等
の
不
審
者
に
関
す
る
、
数
多
く
の
情
報
が

携
帯
電
話
に
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

　
「
近
隣
の
地
区
で
不
審
者
の
事
案
が
増
え
て
い
る
と
き
、
あ
な
た
の
町
も
不

審
者
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。」こ
れ
は
犯
罪
ア
ナ
リ
ス
ト
の
梅
本
正
行
先
生

が
、
講
演
会
で
話
さ
れ
た
言
葉
で
す
。

　

そ
こ
で
、
子
ど
も
た
ち
を
不
審
者
か
ら
守
る
た
め
に
、
梅
本
先
生
の
講
演
か

ら
、
先
生
が「
家
庭
で
気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
。」と
言
わ
れ
た
こ
と
を
ま

と
め
て
み
ま
し
た
。

子どもと保護者の教育相談（カウンセリング）
　学習・進路・いじめ・友人関係・不登校・
問題行動などの相談を受けています。
●電話相談　（月～金）　９時～ 17時
� 　☎４３・７８３１
� フリーダイヤル０１２０・７８３１１５
●面接相談
　（月～金）　９時～ 17時（要予約）
●臨床心理士によるカウンセリング（要予約）
　第１・第３水曜日　10時～ 16時
　� 担当：増田富佐子先生
　第２土曜日　　　　13時～ 16時
� 担当：増田富佐子先生
　第２・第４土曜日　10時～ 16時
� 担当：中田眞理先生・加藤佐世先生

スクールソーシャルワーク相談活動
　スクールソーシャルワーカーは、学校内
外の枠を越えて関係機関との連携をより強
化しながら、問題解決を図る活動を行って
います。
●�スクールソーシャルワーカーによる相談
活動（要予約）
　半羽利美佳先生（武庫川女子大学）による
相談活動を月２回・月曜日に実施しています。

▽ �子どもたちに関係するいろいろな相談を
受けています。

▽ �家庭訪問や学校訪問をして相談を受ける
こともできます。
●学生ボランティアの派遣
　幼稚園、小学校、アフタースクール、家
庭などに学生ボランティアを派遣し活動し
ています。
●地域サポートチーム会議
　赤穂西・赤穂東中学校区では、子どもた
ちのサポートについて、地域の方々と学校
が定期的に会議を開催し、子どもたちの状
況確認やサポート体制の在り方・充実に向
けた取り組みを行っています。

青少年健全育成ライブラリー
　非行防止、犯罪防止、子育てなどに関す
るフィルム・ビデオ・ＤＶＤを無料で貸し
出しています。学習会や研修会などでご活
用ください。

●問い合わせ先
　赤穂市青少年育成センター
　赤穂市加里屋中洲３丁目56番地
� ☎４３・７８５１
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　老人クラブ連合会尾崎地区連合会長安川昭雄さ
ん（さつき町）が平成24年度ひょうご地域安全まち
づくり活動賞を受賞しました。
　平成18年５月より、小学校登下校時にあわせて
交差点に立ち、あいさつ運動を交えた子ども見守
り活動などを行ってきました。
　これらの取り組みが評価され今回の受賞となり、
２月６日、兵庫県公館で表彰式が行われました。

市民のみなさまへ－小・中学校の「行動計画」をご覧ください－

　赤穂市教育委員会は、昨年７月に発生した「事件」を検証し再発を防止するために、

「いじめ問題等再発防止に係る第三者委員会」を設置しました。この第三者委員会は、

より専門的に事件の背景や原因を分析するとともに、教育行政や学校教育の課題に

ついても協議され、改善する具体的な対策を「第１次提言」としてまとめ、10月31日

に赤穂市教育委員会に提示しました。

　赤穂市教育委員会と小・中学校は、今までの学校教育活動を振り返るとともに、

提言にもとづいて対策の修正を図り、子どもとの関わりや保護者・地域とのつながり、

学校組織のあり方などについて検討を重ね、不足していたものを取り戻し、「いじめ・

暴力」を追放するための「行動計画」を策定し、現在取り組んでいます。

　そこで、赤穂市教育委員会と小・中学校は、それぞれに求められている対策行動

を保護者や地域の方をはじめとする市民のみなさまに公表し、学校教育により一層

の関心と支援をお願いするとともに、家庭や地域を含めた社会全体で子どもを育て

ていく赤穂市の教育環境を築いていきたいと願っています。

　第１次提言に基づく「行動計画」は、赤穂市ホームページと各学校のホームページ

に掲載していますので、どうぞご覧ください。なお、赤穂市ホームページには、第

三者委員会の議事概要（第１回～第５回）、第１次提言なども掲載していますので、

あわせてご覧ください。

　今後も、ホームページや学校通信、広報紙などを通じて教育行政や学校に関する

情報を積極的に発信し、開かれた信頼される学校づくりを推進していきますので、

ご協力をお願いいたします。

� 赤穂市教育委員会　

赤穂市民病院　☎４３・３２２２健康ページ

４月１日から『プチ健診』を始めます
　予約不要で、必要なところをピンポイントで検査し、
結果は後日郵送します。
　病気・異常の早期発見、治療につながり、時間に余裕
のない方でも気軽に受けられます。
●実施日　月曜日から金曜日（祝日を除く）
●時間　午前９時～午後３時
●検査項目　脂質、糖代謝、痛風、腎機能等
●受付場所　市民病院２階 ドック・健診受付
●問い合わせ先　赤穂市民病院 医療課
　　　　　　　　☎４３・３２２２㈹
※�詳細は、市民病院のホームページ健康診断案内をご覧
ください。

助産師外来は毎週火曜日に
実施しています
　妊娠24週以降で順調な経過をたどっている妊婦さん
とそのご家族を対象に、妊娠週数に合わせ、医師の許可
のもと助産師外来を行っています。
　ゆとりを持った雰囲気の中で、知識の説明だけでなく、
精神面での支援を行い、不安を軽減していくことを目指
しています。妊娠 ･出産 ･育児などの不安や希望につい
てなんでもご相談ください。私たちと一緒に考えていき
ましょう。
●�日時　毎週火曜日
　午後１時30分～４時　（予約制、１人30分）
●場所　市民病院2階 産婦人科外来１診
●�内容　 ▽尿検査・血圧・体重測定・子宮底・腹囲測定・
児心音聴取  ▽腹部エコー  ▽妊娠各期の保健指導
※助産師は特別な場合を除き内診は行いません。
●料金　通常の妊婦健診と同じです
●問い合わせ先　市民病院 産婦人科外来
� ☎４３・３２２２㈹

免許はあるけれど、働いていない皆さまへ
職場復帰のための研修会
　もう一度、看護師・助産師として働いてみませんか？
　眠っているせっかくの免許証を生かしませんか？あな
たの職場復帰をお手伝いします。
●日時　４月25日（木） 午前９時30分～午後３時
●場所　市民病院３階 講義室
●内容

時　　間 項　　目
9:30 ～ 10:00 受付、更衣、オリエンテーション
10:00 ～ 10:30 最新の医療・看護の動向

10:30 ～ 12:00 基礎看護技術体温・脈拍・血圧測定・採血・点滴
12:00 ～ 13:00 休憩

13:00 ～ 13:30 医療機器の取扱輸液ポンプ・シリンジポンプ
13:30 ～ 14:00 医療安全・院内感染予防について
14:00 ～ 14:30 病院・病棟見学
14:30 ～ 15:00 研修のまとめ

●�対象者　看護師・助産師免許を有し、将来的に臨床現
場への復帰を希望される潜在看護師・助産師の方

●募集人員　５名程度
●�申込方法　４月11日（木）までに受講申込書に氏名、住
所等を記入のうえ、市民病院看護部までメールまたは
電話にて申し込みください。

●�その他　 ▽ 白衣は、病院で用意します。 ▽『看護師免
許証』『助産師免許証』の写し、筆記用具、白系の運動靴
等を持参ください。 ▽研修日には、未就学児のお子様
をお預かりすることができます。（要申込）

●�問い合わせ先　赤穂市民病院 看護部 教育担当 橋口
　E-mail　kango1090@amh.ako.hyogo.jp
　☎４３・３２２２㈹

　城西小学校６年生小國伶君、田中愛乃さん、大
塚怜奈さんの合同作品が、第16回全国児童生徒地
図優秀作品展「審査委員特別賞」を受賞しました。
　「～ 6000年の時を越え～地図でたどる赤穂の歴
史」をテーマに、今住んでいる所が海だったことや
坂越の12の謎、有年の遺跡等をまとめた作品を出
品し、見事受賞されました。

全国児童生徒地図作品展
審査委員特別賞

ひょうご地域安全まちづくり活動賞

赤穂市民病院でクレジットカードでの
支払いが可能になります
　赤穂市民病院では、４月１日から診療費等の支払いに
クレジットカードがご利用いただけるようになります。
●利用可能な支払い
　�入院診療費、外来診療費、人間ドックなどの健診受診
料金等
●利用可能なカード
　�ＶＩＳＡ、ＭａｓｔｅｒＣａｒｄ、ＪＣＢ、アメリカ
ンエキスプレス、ダイナースクラブ

●利用場所　市民病院２階 会計窓口
●�支払方法　１回払い、分割払い、リボルビング払い（た
だし、アメリカンエキスプレスはリボルビング払い不
可、ダイナースクラブは分割払い不可）
●問い合わせ先　市民病院 財務課　☎４３・６４２１
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ママの集い参加者募集
ママの集いで、
　ママ友達をつくりましょう！
●日時　４月～７月
　午前９時30分～ 11時30分
●�募集人員　０歳～３歳の子ども
を持つ母親15名（ボランティア
による託児あり）先着順
●申込期間　
　３月14日（木）～ 28日（木）
●申込先　保健センター
� ☎４３・９８５５

楽
ら
く
健
康

教
室
の
お
知
ら
せ

　

体
を
動
か
し
た
り
、
お
話

を
し
た
り
、
月
１
回
の
教
室

で
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
ま
せ
ん
か
？

　

体
育
指
導
員
に
よ
る
体
操

と
健
康
づ
く
り
の
お
話
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。直
接
、

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦�

対
象　

40
歳
以
上
の
人

◦
時
間　

各
地
区
公
民
館
等

　

�

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分（
予
約
不
要
）

　

�

高
雄
公
民
館
の
み
午
前
10

時
～
正
午（
予
約
不
要
）

◦
参
加
料　

無
料

◦�

持
ち
物　

室
内
用
シ
ュ
ー

ズ
、水
分
補
給
用
飲
み
物
、

ス
ト
レ
ッ
チ
時
に
敷
く
物

（
バ
ス
タ
オ
ル
、
マ
ッ
ト

等
）

※�

日
程
等
に
つ
い
て
は
、「
平

成
25
年
度
赤
穂
市
健
康
カ

レ
ン
ダ
ー
」を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
保
健
セ
ン
タ
ー

�

☎
43
・
９
８
５
５

事前申込を
お忘れなく 申込締切は４月10日㈬まで

　

健
診
を
受
診
す
る
人
は
、

「
広
報
あ
こ
う
３
月
号
」と
一

緒
に
お
届
け
の「
平
成
25
年
度

生
活
習
慣
病
健
康
診
査
の
ご

案
内
」に
つ
い
て
い
る「
受
診

申
込
は
が
き
」で
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

◦�

申
込
締
切　

４
月
10
日（
水
）

健
診
申
込
に
つ
い
て
の
注
意
点

◦�

申
込
期
日（
４
月
10
日
）ま

で
に
必
ず
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
締
め
切
り
を
過
ぎ

る
と
受
診
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

◦�

健
診
希
望
日
は
、
健
診
日

程
よ
り
都
合
の
よ
い
日
を

２
日
選
ん
で
ご
記
入
く
だ

さ
い
。

※�

受
診
時
間
に
つ
い
て
は
希

望
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

◦�「
受
診
申
込
は
が
き
」に
受

診
を
希
望
さ
れ
る
健
診（
検

診
）に
必
ず「
○
」を
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

※�

大
腸
が
ん
検
診
の
容
器
は

大
腸
が
ん
検
診
を
希
望
さ

れ
た
人
の
み
送
付
い
た
し

ま
す
。

◦�「
生
活
習
慣
病
健
康
診
査
の

ご
案
内
」は
、
健
診
申
込
時

に
必
要
で
す
。
紛
失
し
な

い
よ
う
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

大
腸
が
ん
検
診
を

　
　

無
料
で
受
診
で
き
ま
す

　

大
腸
が
ん
は
、
40
歳
代
後

半
か
ら
増
え
て
き
ま
す
。
検

診
を
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

◦�

無
料
検
診
対
象

　

平
成
25
年
度
に
41
歳
・
46

歳
・
51
歳
・
56
歳
・
61
歳
に

な
っ
た
人
は
、
大
腸
が
ん
検

診
の
料
金
が
無
料
に
な
り
ま

す
。（
別
途
案
内
状
を
送
付
し

ま
す
）

　
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を

　
　

無
料
で
受
診
で
き
ま
す

　

現
在
、
日
本
で
は
、
Ｂ
型
肝�

炎
ウ
イ
ル
ス
や
Ｃ
型
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
の
持
続
感
染
の
状
態

に
あ
る
人
が
、
約
１
０
０
万

人
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ウ
イ
ル
ス
に
持
続
感
染
し
、

慢
性
肝
炎
や
肝
硬
変
に
進
行

し
た
場
合
で
も
自
覚
症
状
が

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◦�

無
料
検
診
対
象

　

平
成
25
年
度
に
40
歳
・
45

歳
・
50
歳
・
55
歳
・
60
歳
・

65
歳
・
70
歳
に
な
る
人
で
、

過
去
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

を
受
け
た
こ
と
が
な
い
人
。

（
別
途
案
内
状
を
送
付
し
ま

す
）

胃
が
ん
検
診
の
注
意
事
項

　

市
の
胃
が
ん
検
診
で
は
、

バ
リ
ウ
ム（
造
影
剤
）と
発
泡

剤（
胃
を
膨
ら
ま
せ
る
薬
）を

飲
み
、
エ
ッ
ク
ス
線
で
胃
の

形
や
粘
膜
を
観
察
し
ま
す
。

　

場
合
に
よ
っ
て
は
、
バ
リ

ウ
ム
を
う
ま
く
飲
め
ず
に
気

管
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
り
、

胃
が
ん
検
診
途
中
で
気
分
が

悪
く
な
っ
た
り
し
て
受
診
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※�

詳
し
い
内
容
は
、
受
診
票

に
同
封
の
説
明
書
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
胃
が
ん
検
診
を
受

け
ら
れ
た
後
に
バ
リ
ウ
ム
が

胃
腸
に
停
留
す
る
こ
と
に
よ

り
、ま
れ
に
腸
閉
塞
、腹
膜
炎
、

ひ
ど
い
便
秘
を
引
き
起
こ
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

検
診
後
は
、
排
便
困
難
や

便
秘
を
防
ぐ
た
め
水
分
の
摂

取
、
下
剤
を
内
服
し
て
体
調

管
理
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

※�

健
診
内
容
の
詳
細
は
、

「
生
活
習
慣
病
健
康
診
査

の
ご
案
内
」を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

日程 内　　　容 担　当　者
１ ４/11 「さあ、みんなで友達を作ろう」 保健師
２ ４/25 座談会「子育ての悩み解決①」 保健師・栄養士

３ ５/９ 話「自分がいきいき見える色について」 美容アドバイザー
保健師

４ ５/20 体操「リラックス体操で身体の疲れをほぐそう」
市民総合体育館指導員
保健師

５ ６/13 「ママの歯も大切に」 歯科衛生士・保健師
６ ６/27 座談会「子育ての悩み解決②」 保健師・栄養士
７ ７/９「おいしい料理のポイント」 赤穂市いずみ会・栄養士
８ ７/25 話「自分自身の身体・家族計画について」 助産師・保健師

　

特
定
健
診
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）を
中
心

と
し
た
生
活
習
慣
病
を
予
防
・
改
善
す

る
た
め
の
健
診
で
す
。

　

自
分
の
健
康
状
態
を
知
り
、
生
活
習

慣
を
見
直
す
に
は
絶
好
の
機
会
で
す
。

毎
年
受
診
し
、
健
診
結
果
を
自
身
の
健

康
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

◦
そ
も
そ
も
メ
タ
ボ
と
は
？

　

脂
肪
に
は
、
大
き
く
分
け
て「
皮
下
脂

肪
」と「
内
臓
脂
肪
」が
あ
り
ま
す
。
こ
の

う
ち
、
食
べ
過
ぎ
、
飲
み
過
ぎ
、
運
動

不
足
、
喫
煙
な
ど
に
よ
っ
て
内
臓
脂
肪

が
増
え
て
起
こ
る
症
状
や
病
気
の
こ
と

を
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
メ
タ

ボ
）と
い
い
ま
す
。
動
脈
硬
化
、高
血
圧
、

糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
、
心
臓
病
、
脳

卒
中
な
ど
が
そ
の
例
で
す
。

　

メ
タ
ボ
の
予
防
・
改
善
は
初
期
で
あ

れ
ば
、
生
活
習
慣
の
改
善
が
最
も
効
果

的
。
健
診
で
早
期
発
見
し
て
、
生
活
習

慣
を
改
善
し
ま
し
ょ
う
。

【
特
定
健
診
の
対
象
に
な
る
人
】

　

20
歳
以
上
の
人

※�

40
歳
～
74
歳
の
人
で
赤
穂
市
国
民
健

康
保
険
以
外
の
医
療
保
険
に
加
入
さ

れ
て
い
る
人
に
つ
い
て

☆�

被
保
険
者（
本
人
）は
、
勤
務
先
ま
た

は
加
入
中
の
医
療
保
険
が
実
施
す
る

特
定
健
診
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

☆�

被
扶
養
者（
家
族
）は
、
特
定
健
診
受

診
券
を
持
っ
て
い
れ
ば
受
診
で
き�

ま
す
。

◦
特
定
健
診
Ｑ
＆
Ａ

Ａ�

や
せ
て
い
る
か
ら
健
康
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
生
活
習
慣
病
は
自
覚
症
状
な

く
進
み
ま
す
。
年
に
一
度
の
受
診
と

健
康
状
態
の
確
認
が
必
要
で
す
。

Ａ�

治
療
中
の
人
も
対
象
で
す
。
主
治
医

と
ご
相
談
の
上
、
受
診
し
て
く
だ�

さ
い
。

Ａ�

も
し
生
活
習
慣
病
が
進
行
し
た
形
で

発
見
さ
れ
た
と
し
た
ら
、
そ
の
治
療

に
は
健
診
に
費
や
す
何
倍
も
何
十
倍

も
の
時
間
と
お
金
が
か
か
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
仕
事
を

長
期
間
に
わ
た
っ
て
休
ま
な
い
と
い

け
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
健
診
は

ほ
ん
の
少
し
の
時
間
で
安
心
を
得
る

保
険
の
よ
う
な
も
の
。
決
し
て
時
間

や
お
金
の
無
駄
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

Ｑ�

や
せ
て
い
る
か
ら
受
け
な
く
て
も
大

丈
夫
で
し
ょ
う
？

Ｑ�

や
せ
て
い
る
か
ら
受
け
な
く
て
も
大

丈
夫
で
し
ょ
う
？

Ｑ�

病
院
で
通
院
中（
治
療
中
）な
の
で
健

診
は
受
け
な
く
て
よ
い
？

Ｑ�

病
院
で
通
院
中（
治
療
中
）な
の
で
健

診
は
受
け
な
く
て
よ
い
？

Ｑ�

健
診
を
受
け
る
時
間
や
お
金
が
も
っ

た
い
な
い
。
仕
事
が
忙
し
い
の
で
、

な
か
な
か
受
け
に
行
く
機
会
が
で
き

そ
う
に
な
い
し
…

Ｑ�

健
診
を
受
け
る
時
間
や
お
金
が
も
っ

た
い
な
い
。
仕
事
が
忙
し
い
の
で
、

な
か
な
か
受
け
に
行
く
機
会
が
で
き

そ
う
に
な
い
し
…

特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

生活習慣病健診を
受けましょう

問い合わせ先　保健センター　☎４３・９８５５

保健センター　☎４３・９８５５健康ページ

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の

�

接
種
対
象
者
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
度
赤
穂
市
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

に
記
載
し
て
い
る
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク

チ
ン
接
種
対
象
者（
小
学
校
６
年
生
か
ら
高

校
１
年
生
相
当
の
女
子
）は
、
４
月
１
日
か

ら
の
対
象
と
な
り
ま
す
。（
な
お
、
標
準
接
種

対
象
者
は
中
学
１
年
生
に
相
当
す
る
女
子
で

す
）ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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国民年金
４月から国民年金の保険料が変わります

 市民課  年金担当　☎ 43・6820

介護保険相談室
施設入所やショートステイの居住費・食費の軽減制度について

高齢者を見守る支えるネットワーク

� 医療介護課  介護保険係　☎ 43・6947

　介護保険施設に入所する（ショートステイを含む）
と、介護サービス費の１割を負担する他に居住費（滞
在費）・食費を負担することになります。居住費（滞
在費）・食費は、利用者と施設との契約になりますが、
所得によって負担の上限額（負担限度額）が定められ、
申請により負担が軽減されます。負担限度額につい
ては、利用者負担段階ごとに定められています。

負担限度額及び利用者負担段階とは
　利用者が負担する居住費（滞在費）・食費の上限額
のことで、利用者負担段階ごとに、居住費（滞在費）・
食費それぞれについて定められています。居住費（滞
在費）については部屋の類型（多床室、従来型個室、
ユニット型準個室、ユニット型個室）ごとに定められ
ています。なお、利用者負担第４段階の人について
原則軽減措置はありません。

　会社の健康保険・官公庁の共済組合などに加入している
人及びその被扶養者、後期高齢者医療制度に加入している
人、生活保護を受けている人以外は、国民健康保険に加入
しなければなりません。
　資格に変更があったとき（表の「こんなとき」）、世帯主
は14日以内に医療介護課国保医療係まで届出をしてくだ�
さい。

―届出が遅れると―

▼国保に加入しなければならないのに届出が遅れた場合
　�　加入の届出をしたときではなく、加入資格が発生した
月まで遡って（最長３年間）保険税を納めていただくこと
になります。また、保険証がないため、その間の医療費
は全額自己負担となります。

▼国保の資格がなくなったのに届出が遅れた場合
　�　保険証が手元に残っているため、うっかりそれを使っ
て受診することがあります。このようなときは、国保が
負担した医療費を返還していただくことになります。

国保医療だより
こんなときは14日以内に届出を！

 医療介護課  国保医療係　☎ 43・6813

　平成25年４月から、自営業や学生などの第１号被保険者の保険料が次のとおり変わります。

対象者 利用者負担　日額上限
利用者負担段階 食費 居住費（滞在費）

第１
段階

・�世帯全員が市民税
非課税で老齢福祉
年金受給者
・�生活保護受給者

300円

ユニット型個室 820円
ユニット型準個室 490円

従来型個室
特　養 320円
老健等 490円

多床室 0円

第２
段階

世帯全員が市民税非
課税で、本人の課税
年金収入額と合計所
得金額の合計が80万
円以下の人

390円

ユニット型個室 820円
ユニット型準個室 490円

従来型個室
特　養 420円
老健等 490円

多床室 320円

第３
段階

世帯全員が市民税非
課税で、利用者負担
第１および第２段階
以外の人

650円

ユニット型個室 1,310円
ユニット型準個室 1,310円

従来型個室
特　養 820円
老健等 1,310円

多床室 320円

第４
段階

上記の第１～第３段
階以外の人 施設との契約額を支払うことになります

◎�４月から厚生年金等に加入が決まっている人、またその
扶養に入る予定の配偶者で、現在国民年金の保険料を「口
座振替」にしている人へ
　国民年金第１号被保険者から２号及び３号への資格変更
は、事業所の手続きにより変更されるため、市役所での手
続きは不要です。
　ただし、事業所の届けが日本年金機構で確認されるまで
は、引き続き保険料が引き落とされます。事前に保険料の
引き落としを止めるためには、「口座振替辞退申出書」の提
出が必要です。届出と行き違いで引き落とされた保険料は

後日還付されますが、１年前納の人等は額が大きいため、
事前に手続きされることをお勧めします。（用紙は市民課年
金担当まで）

国民年金相談（社会保険労務士）
●相談日　３月21日（木）　●場所　市役所３階301会議室
●受付時間　午後１時30分～４時
年金出張相談（姫路年金事務所）
●相談日　４月４日（木）　●場所　市役所２階204会議室
●受付時間　午前10時～午後３時

〔平成２5年度〕
　　第１号被保険者の保険料月額 定額保険料 １５，０４０円 （24年度＝１４，９８０円）

付加保険料 　　  ４００円

国民年金保険料の改定にあわせ前納保険料も変わります。
毎月納付 4～ 9月前納 10 ～ 3月前納 1年分前納

定　額 定額＋付加 定　額 定額＋付加 定　額 定額＋付加 定　額 定額＋付加

現金納付
15,040円 15,440円 89,510円 91,890円 89,510円 91,890円 177,280円 181,990円
－ － 730円割引 750円割引 730円割引 750円割引 3,200円割引 3,290円割引
納期＝翌月末日 納期＝4月30日 納期＝10月31日 納期＝4月30日

クレジット
納　　付

15,040円 15,440円 89,510円 91,890円 89,510円 91,890円 177,280円 181,990円
－ － 730円割引 750円割引 730円割引 750円割引 3,200円割引 3,290円割引
当月末日立替 4月30日立替 10月31日立替 4月30日立替

口座振替
15,040円 15,440円 89,210円 91,580円 89,210円 91,580円 176,700円 181,400円
－ － 1,030円割引 1,060円割引 1,030円割引 1,060円割引 3,780円割引 3,880円割引
翌月末日振替 4月30日振替 10月31日振替 4月30日振替

早割
14,990円 15,390円

50円割引
当月末振替

※�現金納付については、
１年分、６ヵ月分だ
けでなく、任意の月
から年度末までの前
納も可能ですので、
お問い合わせくださ
い。
※�25年度の口座振替・
クレジットの１年前
納申し込みは、広報
あこう２月号でお知
らせしたとおり、２
月末で終了していま
す。1年前納を希望す
る人は、25年度は現
金前納となりますが、
平成25年3月～平成
26年3月の13 ヵ月分
を3月中に前納して
いただくと、口座振
替による1年前納と
同じ割引額となりま
すので、希望する人
はご相談ください。

こんなとき 手続きに必要なもの

国
保
に
加
入
す
る
と
き

他の市町村から転入してきたとき 印鑑、他の市町村の転出証明書

職場の健康保険をやめたとき 印鑑、職場の健康保険をやめた証明書（資格喪失証明書）

職場の健康保険の被扶養者からはずれたとき 印鑑、被扶養者でない理由の証明書（資格喪失証明書）

国保の被保険者に子どもが生まれたとき 印鑑、保険証、母子健康手帳

生活保護を受けなくなったとき 印鑑、保護廃止決定通知書

国
保
を
や
め
る
と
き

他の市町村に転出するとき 印鑑、保険証　

職場の健康保険に加入したとき 印鑑、国保と職場の健康保険の両方の保険証（後者が未交付
のときは加入したことを証明するもの）職場の健康保険の被扶養者になったとき

国保の被保険者が死亡したとき 印鑑、保険証　

生活保護を受けるようになったとき 印鑑、保険証、保護開始決定通知書

そ
の
他
の
と
き

退職者医療制度の対象になったとき 印鑑、保険証、年金証書

赤穂市内で住所が変わったとき

印鑑、保険証　世帯主や氏名が変わったとき

世帯を分けたり、一緒にしたとき

修学のため、別に住所を定めるとき 印鑑、保険証、在学証明書

保険証をなくしたとき（あるいは汚れて使えなくなったとき） 印鑑、身分を証明するもの（使えなくなった保険証など）

※手続きの際、上記以外のものが必要となる場合があります。

70歳以上75歳未満の人へ

▼自己負担割合が１割に据え置かれます
　�　70歳以上75歳未満の人（現役並み所得者、後期高齢者
医療制度の対象者となる一定の障がいがあると認定され
た人は除く）がお医者さんにかかったときの自己負担割
合は、平成25年４月から２割に引き上げられる予定でし
たが、平成26年３月末まで１割に据え置かれることにな
りました。（ただし、８月に前年の所得をもとに新年度の
自己負担割合が変更される場合があります。）
　�　そのため、高齢受給者証の一部負担金の割合欄が『２

割（平成25年３月31日まで１割）』となっている人には、
３月下旬に新しい受給者証をご自宅へ郵送いたしますの
で、４月１日からの受診については新しい受給者証を医
療機関等に提示してください。

▼ �医療費などが高額になったときの自己負担限度額も据え
置かれます
　�　所得区分が「一般」の人は、平成25年４月から、１ヵ月
の医療費が高額になったときの自己負担限度額も引き上
げられる予定でしたが、自己負担割合の据え置きに伴い、
自己負担限度額も据え置かれます。
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ロッキングハム市との姉妹都市提携15周年を記念して、赤穂の
魅力を伝えるオリジナルオペレッタなど上演。坂越小学校コー
ラス部や尾崎小学校コーラス部の大堀日向さんと清水咲良さん
の演奏も行われました。（２/24 文化会館）

赤穂の魅力を伝える赤穂市児童合唱団　第37回定期演奏会
西播磨地域の加工食品コンテスト「西播磨フードセ
レクション2012」において、あこうぱんさんが金賞
に輝きました。また、工房あか穂の実りさんが銀賞
を受賞されました。（２/５ 西播磨総合庁舎）

あこうプリン金賞、ぷちぷち玄米餅銀賞西播磨フードセレクション2012

 「赤穂かきまつり」が2月3日、赤穂海浜公園で開催。冬の味覚「かき」を楽しもうと約２
万３千人が来場しました。会場では、「焼きがき」や「かきの味噌汁」、「かき即売会」など
に長蛇の列ができ、新鮮な「かき」を堪能。（写真1）
「かきの重さ当て大会」（写真2）や「バナナとかきのたたき売り」（写真3）など多彩な
ステージイベントも行われました。

2万３千人が冬の味覚を堪能赤穂かきまつり

有年小学校６年生が、「心一つに！」をテーマに児童創作
劇「有年物語2012」を上演しました。日本児童演劇協会
の演技指導、下級生による背景画や小道具の製作、保護
者の方々によるメイクや着付けなど舞台裏での支えが
あり、堂々とした演技を行いました。（２/２ 有年小学校）

意見を出し合い、力を合わせて取り組んだ有年物語2012
第10回五色百人一首かるた記念大会が開催され、約70名が参加
されました。記念イベントでは、琴演奏が流れるなか、色紙で作
ったジャンボ五色百人一首を行うなど、日本の伝統文化を楽しみ
ました。（２/10 大石神社儀式殿）

優雅に伝統文化を楽しむ百人一首かるた祭

２月９日、ものづくり講演会が文化会館で開催され、㈱MORESCOの吉田氏より赤穂工場で生産
されている製品や技術開発の講演が行われました。（写真1）
２月21日、城西小学校では、タテホ化学工業㈱技術開発部の若手社員の方々を招いて、出前授業
が行われました。（写真2）
２月16日、赤穂市男女共同参画フォーラムが文化会館で開催され、テレビや雑誌等で幅広く活躍
されている広瀬光治氏による講演会と指編み講習会が行われました。（写真3）

様々な分野のスペシャリスト講演会の開催

第27回赤穂市小中学校児童生徒ふれあい作品展が１月31日～２
月５日の間、図書館ギャラリーで開催されました。（写真1）
第５回赤穂美術家連合会展が２月22日～ 24日の間、文化会館で
開催されました。（写真2）

今年も力作が勢ぞろい作品展が開催
愛媛県松山市の松山義士祭実行委員会の皆
さんが、赤穂浪士と松山藩との関わりなど
を描いた手作りの紙芝居「赤穂浪士松山藩
外伝」を上演。（２/４ 大石神社）

赤穂義士命日に胸が熱くなる紙芝居「赤穂浪士松山藩外伝」

朗読ボランティアグループ「来夢」が、設立30周年を迎えまし
た。18名の会員の皆さんが、広報あこうや新聞記事などをカセ
ットテープに録音し、視覚障がい者に届ける活動を行っていま
す。広報あこうフォトニュースのページでは、季節にあった
BGMを流しながら朗読に取り組まれています。（２/25 福祉会館
録音室）

「声の広報」を届けて30年朗読ボランティアグループ「来夢」設立30周年
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●�対象者　助産師、看護師学校または養成所等に在
学し、卒業後、赤穂市民病院に勤務する意思のあ
る学生

●�貸与額　月額　80,000円
●�貸与期間　 ▽貸与が決定した月から学校・養成所
を卒業する月まで（最長４年間）  ▽ただし、５年
一貫教育の高等学校に在学する人については、貸
与期間は専攻科（４年次、５年次）在籍中の２年間

●�返還免除　卒業後、赤穂市民病院に貸与期間に相
当する期間勤務した場合は、貸与した修学資金全
額の返還を免除します。

●�申込方法　４月４日（木）～ 18日（木）までに所定
の書類を市民病院総務課まで持参または郵送して
ください。 ▽受付時間＝土日を除く午前８時20分
～午後５時５分 ※郵送の場合は４月18日（木）必
着  ▽申込書類は、市民病院ホームページからダ
ウンロードすることができます。
問赤穂市民病院 総務課　☎４３・６４１４

赤穂市民病院

ちゃん ちゃんちゃん
上仮屋南 中　広元塩町 名田  梨 希

平成23年12月22日生まれ

父・明史さん　母・真弓さんより
「元気いっぱい育ってね」

な だ り の ん

平 松  瑞 生

父・貴之さん　母・ルミ子さんより
「これからもお兄ちゃんと仲良くいっぱい遊ぼうね。」

ひ ら ま つ み ず き

宮 本  紗 良
平成23年２月11日生まれ

父・崇行さん　母・千春さんより

「元気に大きくなあれ！」

み や も と さ ら

平成22年４月29日生まれ

上郡町

赤穂市備前市

看護学生等修学資金
貸与学生を募集します
　赤穂市民病院で看護師等として働こうとする学生
の皆さんへ修学資金を貸与します

　赤穂市、備前市、上郡町の３市町は、東備西播
定住自立圏（以下「圏域」といいます。）を形成し、力
を合わせて元気で住みよいまちづくりを進めてい�
ます。
　そこで住民の皆さんが自主・自発的に行う、圏域
内外の住民交流を促進し、賑わいの創出や相互理解
を深めるイベント等の活動を支援します。多数の応
募をお待ちしています。

●募集期間
　�３月15日（金）～４月11日（木）  午後５時まで（期
限厳守）

●支援事業実施期間
　平成25年５月～平成26年３月末
●支援対象団体
　�圏域内に主な活動の基盤を有する５人以上の団体
またはＮＰＯ法人。

　※�宗教、政治、営利活動を目的とする団体や規約
等が整備されていない団体は除きます。

３市町内で行う
民間イベントなどの

事業を募集します

●支援対象事業
　�支援の目的に合う、自主的・自発的に行うもので、
次のいずれにも該当するもの。

　 ▽公益的な事業
　 ▽ �圏域内の複数の市町住民の参加、協力及び連携
を得ようとする事業

　 ▽実現可能な事業
　 ▽継続的な事業
●支援額　20万円を限度
●�選考方法　応募いただいた内容を公開の場で審査
しますので、出席をお願いします。

●審査日時及び場所（予定）
　 ▽ �日時＝４月21日（日） 午前９時～午後２時（申請
数により変動します）

　 ▽場所＝赤穂市役所２階  204会議室
●�応募方法　申請書等必要書類を期間内に窓口（赤
穂市企画広報課、備前市企画課、上郡町企画財政
課のいずれか）に持参してください。申請書や詳
細な募集要項等は、上記窓口か協議会ＨＰで。

　�http://tobiseiban.mypl.net/conference-toubiseiban/
●問い合わせ先
　東備西播定住自立圏形成推進協議会
� 　（赤穂市企画広報課）　☎４３・６８６７

募集期間　３/15～４/11

赤穂市議会議員選挙 投票日 ３月31日（日）
告示日 ３月24日（日）

選挙の主な日程
●告示日　３月24日（日）
　選挙の告示によって立候補の受付開始。その後に選挙運動が開始されます。
●立候補届出　３月24日（日）　午前８時30分～午後５時まで
●�議員定数　今回選挙すべき議員定数は18人です。（現行の20人から2人減）
●�期日前投票　投票日に仕事などで投票できない人は期日前投票ができます。
　・期間　３月25日（月）～ 30日（土） 午前８時30分～午後８時
　・場所　市役所２階  204会議室
　　また、次の日には地区公民館でも期日前投票ができます。
　　 ▽３月26日（火） 塩屋公民館　 ▽３月27日（水） 坂越公民館
　　 ▽３月28日（木） 尾崎公民館　 ▽３月29日（金） 有年公民館
　・時間　午前10時～午後６時
　　＊�期日前投票は、住所地に関係なく投票することが可能です。（たとえば、

塩屋地区の人が有年公民館で投票することも可能です）
●投票日　３月31日（日） 午前７時～午後８時まで
●開　票　３月31日（日） 午後９時～　市民会館大会議室で開票します。
　�開票状況の速報は、開票所及び市役所東玄関前での掲示と有線放送により
行います。第1報は午後９時50分。以後20分おきに速報します。（開票結果
は市HPでもご覧いただけます。）
●�選挙権を有する人　日本国民で年齢20歳以上（平成５年４月１日以前に生
まれた人）で、赤穂市に引き続き３ヵ月以上居住（平成24年12 月23日以前
の住民基本台帳登録者）している人

候補者の経歴、政見等を掲載した選挙公報を新聞折込により配布します

投票区 投　票　所
第１ 赤 穂 市 役 所
第２ 城 西 公 民 館
第３ 総 合 福 祉 会 館
第４ 千 鳥 集 会 所
第５ 塩 屋 公 民 館
第６ 旧 大 津 保 育 所
第７ 折 方 集 会 所
第８ 赤 穂 西 公 民 館
第９ 尾 崎 小 学 校 講 堂
第10 御 崎 公 民 館
第11 坂 越 公 民 館
第12 高 野 集 会 所
第13 坂 越 隣 保 館
第14 高 雄 公 民 館
第15 高雄農村多目的共同利用施設
第16 有 年 公 民 館
第17 有年西部農村多目的共同利用施設
第18 有年東部農村多目的共同利用施設
第19 原校区コミュニティセンター
第20 福浦地区コミュニティセンター
第21 寿 町 集 会 所
第22 尾 崎 公 民 館

あなたの大切な一票が明日の赤穂を創る !! よく見、よく聞き、よく考えて投票しましょう

選挙管理委員会　☎４３・６８４６
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市
で
は
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

整
備
事
業
者
を
募
集
し
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
た
び
、
社
会
福
祉
法

人
な
ご
み
が
整
備
事
業
者
に
選
定

さ
れ
ま
し
た
。
整
備
計
画
で
は
、

平
成
25
年
度
中
に
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
瀬
戸
内
ホ
ー
ム
に
併
設
し

て
養
護
老
人
ホ
ー
ム（
10
床
）を
新

設
し
、
平
成
26
年
４
月
１
日
よ
り

開
設
す
る
予
定
で
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
赤
穂
市
立
養
護
老
人
ホ
ー
ム

つ
つ
じ
荘
は
、
平
成
26
年
３
月
31

日
を
も
っ
て
閉
鎖
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

問�

社
会
福
祉
課 

い
き
が
い
福
祉

係�

☎
43
・
６
８
０
９

◦�

事
務
費
率
改
定
の
お
知
ら
せ

　

事
務
費
は
、
こ
れ
ま
で
作
業
手

間
賃（
配
分
金
）の
７
％
に
当
た
る

額
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た

が
、
平
成
25
年
４
月
１
日
就
業
分

か
ら
10
％
に
改
定
致
し
ま
す
。

　

何
卒
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◦�

会
員
募
集　

市
内
在
住
の
男
性

60
歳
、
女
性
58
歳
以
上
の
健
康

で
臨
時
的
・
短
期
的
に
働
く
意

欲
が
あ
り
、
入
会
説
明
会
に
出

席
し
た
人
。

　

�　

業
務
多
忙
の
た
め
、
植
木
剪

定
業
務
の
で
き
る
方
歓
迎
。

◦�

４
月
の
入
会
説
明
会

・�

日
時　

４
月
８
日（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～

・�

場
所　

セ
ン
タ
ー
事
務
所

問�（
公
社
）赤
穂
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー�

☎
43
・
７
２
０
０

�
http://w

w
w
.ako-sjc.jp/

　

第
30
回
い
い
ざ
か
祭
は
、
愛
心

園
開
設
30
周
年
記
念
行
事
と
し
て

開
催
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
来
園
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◦�

日
時　

4
月
21
日（
日
）
午
前

11
時
～
午
後
３
時

◦�

場
所　

愛
心
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
雨
天
決
行
）

　

上
郡
町
山
野
里
２
７
４
９―

35

◦�

内
容　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
模

擬
店
な
ど

問�

社
会
福
祉
法
人
愛
心
福
祉
会

愛
心
園�

☎
52
・
３
９
５
９

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ―

Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム

で
、「
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅―

２
０
１
３ 

春
の
旅―

」が
ス
タ
ー

ト
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
で
３
年
目
を
迎
え
る

今
回
の
旅
。
俳
優
の
火
野
正
平
さ

ん
が
、鹿
児
島
県
を
ス
タ
ー
ト
し
、

山
梨
県
を
目
指
し
ま
す
。

　

旅
の
手
が
か
り
は
、
視
聴
者
か

ら
寄
せ
ら
れ
る
一
通
の
手
紙
。
お

手
紙
に
書
か
れ
た
こ
こ
ろ
の
風
景

を
目
指
し
火
野
さ
ん
が
旅
を
し
ま

す
。
手
紙
が
採
用
さ
れ
れ
ば
、
赤

穂
市
に
火
野
正
平
さ
ん
が
訪
れ�

ま
す
。

◦�

兵
庫
県
の
放
送
予
定　

４
月
29

日（
月
）～
５
月
５
日（
日
）

◦�

応
募
期
限　

４
月
９
日（
火
）

必
着

◦�

応
募
内
容　

住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
性
別
・
年
齢
・
思
い

出
の
場
所
・
場
所
に
ま
つ
わ
る

エ
ピ
ソ
ー
ド

◦�

応
募
方
法

　

�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
＝w

w
w
.nhk.

or.jp/kokorotabi/

　

�

Ｆ
Ａ
Ｘ
＝

　

０
３
・
３
４
５
６
・
１
３
２
７

　

�

郵
送
＝
〒
150―

8001 

Ｎ
Ｈ
Ｋ「
こ

こ
ろ
旅
」係

問�

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
５
７
０
・
０
６
６
・
０
６
６

�

０
５
０
・
３
７
８
６
・
５
０
０
０

お知らせ

養
護
老
人
ホ
ー
ム

　

整
備
事
業
者
が
決
定

お知らせ

養
護
老
人
ホ
ー
ム

　

整
備
事
業
者
が
決
定

お知らせ

赤
穂
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー

お知らせ

赤
穂
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー

催し
第
30
回　

い
い
ざ
か
祭

ひ
と
つ
の
出
会
い
、
広
が
る
世
界

催し
第
30
回　

い
い
ざ
か
祭

ひ
と
つ
の
出
会
い
、
広
が
る
世
界

募集
『
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅
』皆
様
か

ら
の
お
手
紙
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

募集
『
に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅
』皆
様
か

ら
の
お
手
紙
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

▽▽▽▽▽▽

広報あこう、赤穂市ホームページへの有料広告募集中　問企画広報課　☎ 43・6870

　

赤
穂
市
消
費
者
協
会
は
、
昭
和

46
年
に
発
足
し
今
年
で
43
年
目
を

迎
え
ま
す
。

　

環
境
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く

り
、
知
恵
と
勇
気
で
自
立
し
た�

〝
強
い
消
費
者
〟を
め
ざ
し
、
食
の

安
全
・
安
心
、
地
産
地
消
、
温
暖

化
防
止
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
、

悪
質
商
法
対
策
講
座
の
開
催
な

ど
、
消
費
者
が
必
要
な
情
報
を
得

て
、
自
主
的
か
つ
合
理
的
に
行
動

で
き
る
よ
う
、
情
報
提
供
や
実
践

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

消
費
者
問
題
に
関
心
の
あ
る

方
、
男
性
、
若
い
方
も
大
歓
迎
で

す
。
安
全
・
安
心
な
く
ら
し
の
実

現
に
向
け
て
消
費
者
・
生
活
者
の

視
点
を
生
か
し
て
共
に
活
動
し
ま

し
ょ
う
。ぜ
ひ
ご
入
会
く
だ
さ
い
。

◦�

年
会
費　

６
０
０
円（
随
時
入

会
可
）

問�

消
費
者
協
会
各
地
区
理
事

　

�

消
費
者
協
会
事
務
局（
市
民
対

話
課
・
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
内
）

�

☎
43
・
６
８
１
８

◦�

日
時　

４
月
27
日（
土
）
午
前

10
時
～
正
午

◦�

会
場　

市
民
会
館 

大
会
議
室

◦�

内
容　

コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン
春

を
彩
る
植
物
の
寄
せ
植
え

◦�

教
材
費　

３
，０
０
０
円

◦�

講
師　

林
緒
利
江
先
生（
園
芸

研
究
家
）

◦�

募
集
人
員　

先
着
60
名

◦�

持
ち
物　

手
袋
・
エ
プ
ロ
ン
・

移
植
ご
て
・
作
品
を
入
れ
る
箱

等
◦�

申
込　

３
月
15
日（
金
）か
ら
文

化
と
み
ど
り
財
団
公
園
事
務
所

（
市
土
木
詰
所
内
）に
て
受
付
を

開
始
し
ま
す
。
教
材
費
は
講
習

会
当
日
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

電
話
申
込
も
可
。

問�

文
化
と
み
ど
り
財
団
公
園
事

務
所

�
☎
25
・
８
６
１
１

◦�

日
時　

３
月
24
日（
日
）
午
前

９
時
～
正
午（
３
時
間
）

◦�

場
所　

赤
穂
市
防
災
セ
ン
タ
ー

　
（
赤
穂
消
防
署 

３
階
）

◦�

主
な
内
容　
　

心
肺
蘇
生
法 �

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法 　

そ

の
他
応
急
手
当
の
方
法

◦�

対
象　
　

赤
穂
市
内
在
住
・
在

勤
の
人（
中
学
生
以
上
） 　

20

名
程
度

◦�

受
付
締
切　

３
月
22
日（
金
）

午
後
８
時
ま
で

◦�

参
加
費　

無
料

※�

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※�

実
技
を
行
い
ま
す
の
で
、
動
き

や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

問�

赤
穂
消
防
署 

救
急
課

�

☎
43
・
６
８
８
４

　

上
郡
消
防
署 

救
急
係

�

☎
52
・
５
１
１
９

　

上
郡
消
防
署 
新
都
市
分
署

�
☎
58
・
０
１
１
９

　

固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る
土

地
お
よ
び
家
屋
に
つ
い
て
、
縦

覧
帳
簿
に
よ
る
縦
覧
が
始
ま
り
ま

す
。

※�

縦
覧
と
は　

固
定
資
産
税
の
納

税
者
が
縦
覧
帳
簿
を
見
る
こ
と

に
よ
り
、
本
人
の
土
地
や
家
屋

の
価
格
と
他
の
土
地
や
家
屋
の

価
格
を
比
較
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

◦�

縦
覧
期
間　

４
月
１
日（
月
）～

４
月
30
日（
火
）
※
土
日
、
祝

日
を
除
く
、
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

◦�

縦
覧
で
き
る
人　

　
　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
本
人

　

�　

本
人
の
委
任
を
受
け
た
代
理

人
※�

同
居
の
家
族
、
納
税
管
理
人
、

共
有
者
は
本
人
と
同
様
に
縦
覧

で
き
ま
す
。

◦�

縦
覧
場
所　

市
役
所 

税
務
課

◦�

手
数
料　

無
料

◦�

そ
の
他　

縦
覧
期
間
中
の
閲
覧

（
本
人
の
資
産
に
係
る
部
分
は

一
年
を
通
じ
て
常
に
閲
覧
で
き

ま
す
）手
数
料
は
無
料
で
す
が
、

縦
覧
期
間
終
了
後
は
手
数
料
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

問�

税
務
課 

固
定
資
産
税
係　

�

☎
43
・
６
８
０
４

募集

平
成
25
年
度

赤
穂
市
消
費
者
協
会
会
員

募集

平
成
25
年
度

赤
穂
市
消
費
者
協
会
会
員

募集

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ 

春
を

　

彩
る
植
物
の
寄
せ
植
え

募集

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ 

春
を

　

彩
る
植
物
の
寄
せ
植
え

募集

普
通
救
命
講
習

募集

普
通
救
命
講
習

▽▽

▽▽

▽▽

▽▽

▽▽

お知らせ

固
定
資
産
税
の

　

縦
覧
が
始
ま
り
ま
す

お知らせ

固
定
資
産
税
の

　

縦
覧
が
始
ま
り
ま
す

▽▽▽▽

鍵かけ防犯マスコット
「キー坊」
赤穂警察署

自転車にカギを
かけましょう！

赤穂市民病院正規（中途）職員募集
●正規職員　（採用予定：５月１日）
職　　種 採用予定人員 応　募　資　格
看護師
助産師 若干名 看護師または助産師資格

を有する人

●試験内容　筆記試験（小論文）および面接
●試験日時および受付期間
　

△

試験日時　４月13日（土） 午前９時～
　

△

受付期間　３月15日（金）～４月５日（金）
●試験会場　市民病院３階　講義室
●申込方法　
　�当院指定の履歴書に必要事項を記入のうえ、市
民病院総務課まで持参または郵送で応募してく
ださい。

●�受付時間　午前８時20分～午後５時まで（土日・
祝日を除く）

●問い合わせ先
　赤穂市民病院 総務課　☎４３・６４１４

資格取得で仕事確保を

詳細は

（担当 横山まで）
☎  078・576・6721
FAX078・576・6726兵庫土建 本部

●講習日程　学科コース　４月５日㈮～７月５日㈮
　　　　　　製図コース　７月９日㈫～９月６日㈮
●講習時間　午後７時～午後９時
●会　　場　姫路労働会館（各線姫路駅から徒歩10分）
●受 講 料　全コース 8万5千円　学科 6万円　製図 3万円
●申込締切　３月29日㈮

〒678-0232　兵庫県赤穂市中広１３７０番地１
http://www.yst21.co.jp

　　　ホームページをリニューアルしましたのでこちらもご覧下さい。

廃棄物・ごみに関するお悩みは、是非当社にご相談下さい。
資源ごみは、捨てないで！

平成25年度 第１回兵庫県警察官募集
●�受付期間　

△

郵送＝３月22日（金）～４月12日
（金） 

△

持参＝３月22日（金）～４月18日（木）
●�試験日　５月12日（日）
●�採用時期　既卒の人は平成25年10月以降、女性
及び卒業見込みの人は平成26年４月以降
●�その他　情報処理、武道区分は下記に加え、専
門の資格等が必要です。
区分・採用予定人員 受験資格等

一
般
選
考

A
男性 270 ４年制大学既卒の人（昭和52年10月２日以降

生まれ）、または平成26年３月までに卒業見
込みの人（昭和53年４月２日以降生まれ）女性 20

B
男性 30 昭和52年10月２日から平成７年10月１日生

まれで A区分以外の人（平成26年３月までに
高等学校卒業見込みの人を除く）女性 ５

特
別
選
考

情報処理 ２ A区分に同じ

武道
A
柔道
剣道 ４

４年制大学既卒の人（昭和63年10月２日以降
生まれ）、または平成26年３月までに卒業見
込みの人（平成元年４月２日以降生まれ）

武道
B

昭和63年10月２日から平成７年10月１日生
まれで A区分以外の人（平成26年３月までに
高等学校卒業見込みの人を除く）

問兵庫県警察本部 警察官採用センター
　☎０７８・３７１・４５１５

　フリーダイヤル０１２０・１４５・３１４

写真提供NHK
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ゆ
う
ゆ
う
学
園（
西
播
磨
高
齢
者
文

化
大
学
）平
成
25
年
度
学
生
募
集

　

中
・
西
播
磨
地
域
在
住
の
概
ね

60
歳
以
上
の
人
な
ら
ど
な
た
で
も

学
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

◦�

開
設
回
数　

年
間
25
回（
原
則

金
曜
日
実
施
予
定
）

◦�

定
員　

60
名

◦�

受
講
料　

年
間
１
２
，５
０
０

円（
予
定
）

◦�

申
込　

所
定
の
申
込
用
紙
に
記

入
の
上
、
３
月
30
日（
土
）ま
で

に
西
播
磨
文
化
会
館
に
郵
送
も

し
く
は
持
参
く
だ
さ
い
。
申
込

用
紙
は
中
・
西
播
磨
管
内
の
公

民
館
等
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

問�

西
播
磨
文
化
会
館

�

☎
０
７
９
１
・
75
・
３
６
６
３

　

子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、
子

育
て
中
の
仲
間
が
集
う
場
所
で

す
。
親
も
子
も
友
達
づ
く
り
を
し

な
が
ら
学
び
あ
い
ま
し
ょ
う
。
活

動
は
す
べ
て
午
前
中
で
す
。（
活
動

に
参
加
さ
れ
る
人
は
保
険
に
加
入

し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

◦�

申
込　

子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

（
市
民
会
館
３
階
子
育
て
学
習

セ
ン
タ
ー
・
女
性
交
流
セ
ン
タ

ー
）で
受
付
。

◦�
受
付
期
間　

４
月
３
日（
水
）～

10
日（
水
）
午
前
10
時
～
午
後

１
時（
定
員
に
な
り
次
第
、
締

め
切
り
ま
す
）

問�

子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
（
お
れ

ん
じ
の
木
）�

☎
45
・
３
２
９
０

　

生
涯
学
習
課�

☎
43
・
６
８
５
８

お知らせ

西
播
磨
県
民
局
だ
よ
り

お知らせ

西
播
磨
県
民
局
だ
よ
り

募集

平
成
25
年
度
子
育
て

　

グ
ル
ー
プ
活
動
参
加
者

募集

平
成
25
年
度
子
育
て

　

グ
ル
ー
プ
活
動
参
加
者

｢

チ
ャ
レ
ン
ジ
読
書
２
０
１
３
春｣

　

読
書
活
動
推
進
の
た
め
、
春
の

読
書
週
間
を
中
心
に
左
記
の
期
間

〝
チ
ャ
レ
ン
ジ
読
書
２
０
１
３
春
〟

が
は
じ
ま
り
ま
す
。

◦�

チ
ャ
レ
ン
ジ
期
間　

３
月
22
日

（
金
）～
６
月
30
日（
日
）

※�

読
書
通
帳
の
配
布
は
、
３
月
22

日（
金
）～
５
月
31
日（
金
）ま
で

　

�　

対
象
は
中
学
生
以
下
と
し
ま

す
。（
一
般
の
方
も
参
加
で
き
ま

す
。） 　

期
間
中
に
、
図
書
を

借
り
た
人
に「
読
書
通
帳
」を
お

渡
し
し
ま
す
。　

各
自
で「
読

書
通
帳
」に
借
り
た
本
を
記
入

し
ま
す
。　

期
間
中
、
10
冊
以

上
読
書
し
た
人
に
フ
ァ
イ
ル

や
筆
記
用
具
等
を
お
渡
し
し�

ま
す
。

｢

図
書
館
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
！｣

　

図
書
館
で
、
読
み
聞
か
せ
や
書

架
整
理
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

し
ま
せ
ん
か
！

◦�

読
み
聞
か
せ　

絵
本
・
紙
芝
居

等
、
幼
児
へ
の
読
み
聞
か
せ
を

し
ま
す
。

◦�

書
架
整
理　

返
却
さ
れ
た
本
を

棚
に
戻
し
た
り
、
書
架
の
整
理

を
し
ま
す
。

◦�

点
訳･

音
訳　

視
覚
障
が
い
者

の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
く
図
書

館
の
資
料
の
点
訳･

音
訳
を
し

ま
す
。

※�

そ
の
他
、
図
書
館
活
動
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
で
き

る
方
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く

は
図
書
館
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

｢

３
月
の
祝
日
開
館｣

　

３
月
の
祝
日
開
館
は
、
３
月
20

日（
水
・
春
分
の
日
）で
す
。
ぜ
ひ

ご
来
館
く
だ
さ
い
。

｢

い
な
い
い
な
い
ば
あ
の
会｣

◦�

日
時　

３
月
21
日（
木
）
午
後

２
時
～（
申
込
要
）

◦�

場
所　

お
は
な
し
の
へ
や

｢

上
映
会
の
お
知
ら
せ｣

◦�

大
人
向
け　

毎
月
第
１
・
３
土

曜　

午
後
２
時
～

◦�

子
ど
も
向
け　

毎
月
第
２
・
４

土
曜　

午
後
２
時
～

※�

第
５
土
曜
日
は
、
大
人
・
子
ど

も
い
ず
れ
か
を
上
映
、
詳
し

く
は
図
書
館
へ
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

◦�

場
所　

２
階 

視
聴
覚
室

問�

図
書
館

�

☎
43
・
０
２
７
５

�

Ｆ
Ａ
Ｘ
43
・
６
２
９
１

　

平
井
正
年
生
誕
１
３
０
年
を
記

念
し
、
企
画
展
を
旧
坂
越
浦
会
所

で
開
催
し
ま
す
。

◦�

期
日　

３
月
13
日（
水
）～
５
月

13
日（
月
）
午
前
10
時
～
午
後

４
時 　

休
館
日
＝
火
曜
日

◦�

会
場　

旧
坂
越
浦
会
所

◦�

入
館
料　

無
料

◦�

内
容　

天
井
画
、
戸
板
絵
、
屏

風
、
掛
軸
、
短
冊
、
粉
本
な
ど

約
40
点
展
示（
展
示
替
え
有
り
）

問�

有
年
考
古
館

�

☎
49
・
３
４
８
８

お知らせ

図
書
館
だ
よ
り

お知らせ

図
書
館
だ
よ
り

▽▽

▽▽

▽▽

▽▽

催し

旧
坂
越
浦
会
所
企
画
展

平
井
正
年
生
誕
130
年
展

催し

旧
坂
越
浦
会
所
企
画
展

平
井
正
年
生
誕
130
年
展

▽▽

赤穂市文化会館
チケット予約専用　☎４３・５１４４　ぃ４３・５９５０

ホームページアドレス　http://www2.memenet.or.jp/̃akoharm/
　 ： ako-harmony@memenet.or.jp

HARMONY INFORMATION

☎４３・５１１１

ハーモニーインフォメーションハーモニーインフォメーション

好評発売中

3月30日(土) 14：00開演  大ホール
出　演：ハーモニーヴァイオリンアンサンブル教室生徒 (小1～高1)
演奏曲：キラキラ星変奏曲、オーラ・リー、バロック風「日本の四季」より“春” ほか

第11回　ハーモニーヴァイオリンアンサンブル発表会

4月13日(土) 14：00開演  大ホール  全席指定
入場料：一般3,000円（友の会2,700円）
　　　　大学生以下1,500円（友の会1,300円）

村治佳織＆奏一　ギター・デュオコンサート

7月7日(日) 午後開演予定  大ホール  全席指定
出　演：梅若玄祥、野村万作、大槻文藏　ほか（予定）
入場料：Ｓ席5,000円（友の会4,500円）
 Ａ席4,000円（友の会3,500円） 高校生以下1,000円（Ａ席限定）

スーパー能「世阿弥」能楽ゆかりの地 赤穂公演　　梅原猛 作

7月15日(月・祝) 18：00開演  大ホール  全席指定
入場料：一般7,500円（友の会7,000円）

美輪明宏　ロマンティック音楽会

入場無料

4月発売
予定！
4月発売
予定！

4月発売
予定！
4月発売
予定！

８月１日(木) 18：00開演（予定）  大ホール  全席指定
入場料：一般：Ｓ席4,000円（友の会3,600円）Ａ席3,000円（友の会2,700円）
 高校生以下：Ｓ席3,000円（友の会2,700円） Ａ席2,000円（友の会1,800円）

劇団四季ファミリーミュージカル「桃次郎の冒険」　 ５月発売
予定！
５月発売
予定！

９月13日(金) 13：30開演  大ホール  全席指定
入場料：一等席6,000円　二等席5,000円　高校生以下1,000円(二等席限定)
 ※友の会２割引

松竹大歌舞伎　三代目中村又五郎　四代目中村歌昇　襲名披露公演 ５月発売
予定！
５月発売
予定！

〒678-0202 
赤穂市山手町7番地の7
TEL46-3011

（有）結城建設（有）結城建設

憧れの大収納を低価格で！憧れの大収納を低価格で！憧れの大収納を低価格で！憧れの大収納を低価格で！
あれもこれも、みんな収納できる。
　おまけにリビングも広く！
　　ハイグレード住宅ですよ。

普通の家とは

ココが違う！
普通の家とは

ココが違う！
大型収納

（ハシゴなし）
リビング天井
3.8ｍ

光都映画祭 オプトピア春の特別上映
●�開催期間　３月23日（土）～３月31日
（日） ※25日（月）は休館します。
●上映時刻　午前10時～午後４時
●入場料金　無料
●�場所　光都プラザ・オプトピア
� （赤穂郡上郡町光都２-23-1）
●上映スケジュール

月　　　日 上映作品
23日（土）、24日（日） マダガスカル３

26日（火）、27日（水）
28日（木）、29日（金）

ハローキティの魔法の森
のお姫さま
みんなのたあ坊の竜宮星
大探検
トムとジェリー（シャー
ロックホームズ）

30日（土）、31日（日） ディズニーアニメ

問オプトピア　☎５８・１１５５

●民事全般・交通事故・家事(離婚・男女間トラブル）　●相続
（遺言･遺産分割）・不動産（借地借家・境界）　●債務整理（破
産･任意整理）・労働問題　●刑事全般（弁護・告訴･告発）・消
費者問題　●その他・人生相談

法を味方にするために、お手伝いします。
姫路市北条宮の町287-6
島根ビル5階

TEL.079-223-1772

土日祝日、早朝及び赤穂市内での
相談も可能です。（要予約）
http://www.yamasaki-lawoffice.jp/

住宅用火災警報器
平成23年6月1日から設置が義務化されました

住宅用火災警報器
平成23年6月1日から設置が義務化されました

悪徳業者による消火器の
処分・点検にはご注意を!!
悪徳業者による消火器の
処分・点検にはご注意を!!
不要消火器の処分費 1,000円～不要消火器の処分費 1,000円～
㈱ 播 州 商 会

赤穂市上仮屋南4－21 ☎42・4032　FAX42・4000

【募集グループ】
●�子育て親子教室グループ（年９回のうち６回、委託された講師がつきます。有料で、１クラス年間1,000円です。活動はす
べて午前中です。）
グループ名 活動内容 対　　象 活動日 活動場所 募集人数

アンパンマンクラブ 調理実習を通して食生活を学ぶ ２歳以上の子とその保護者 第１水曜日
第４金曜日 市民会館 ２グループ

各25組
ピョンピョンクラブ 親子ふれあい体操で楽しく遊ぶ ２歳半以上の子とその保護者 第２金曜日 市民総合体育館外 40組

音楽クラブ 歌ったり手あそび等親子で音楽
あそび ２歳以下、２歳以上 第１もしくは第３

金曜日で２クラス 市民会館 ４グループ
各30組

おひさまクラブ 子どもの成長へのかかわりを学ぶ ０歳児とその保護者 第４水曜日 市民会館 20組

●自主グループ（センターの職員がお世話します。活動はすべて午前中です。無料）
グループ名 活動内容 対　　象 活動日 活動場所 募集人数

よちよちクラブ 年令別親子あそび １歳児の子とその保護者 第２木曜日 市民会館 25組

ひよこクラブ 年令別親子あそび ２歳児の子とその保護者 第２火曜日 市民会館 25組

あひるクラブ 年令別親子あそび ３歳以上の子とその保護者 第４火曜日 市民会館 20組

たんぽぽクラブ 絵本やわらべうたあそび 子どもとその保護者 第３火曜日 市民会館 20組

なかよしクラブ 親自身の友だちづくり 子どもとその保護者 第４月曜日 坂越公民館 20組

にこにこクラブ 多胎児の子育てとあそび 双子以上とその保護者 第３水曜日 市民会館 5組

さくらんぼクラブ 親子で手作りあそび 子どもとその保護者 第１月曜日 坂越公民館 20組
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あなたのやさしさを善意の窓口へ―――

預託状況（２月１日～２月28日受付分）
あたたかい善意をありがとうございました

赤穂市善意銀行
マスコットキャラクター

ぜんい君 こころちゃん

●委任預託　 〈敬称略〉
住　　所 預　託　者 金　　額 預　託　内　容
加 里 屋 平 治 　 孝 允 50,000 亡母満中陰志
西 有 年 本 田 　 勝 一 100,000 亡母（よし子）満中陰志
たつの市 西播磨県民局 62,992 歳末愛の持ち寄り
御 崎 米 谷 　 安 史 100,000 亡父（朝五郎）満中陰志
浜 市 三 輪 　 勝 重 50,000 亡母満中陰志
御 崎 かんぽの宿赤穂 3,846 善意の募金箱
御 崎 老人福祉センター万寿園 1,431 善意の募金箱
塩 屋 桜 谷 荘 167 善意の募金箱
中 広 赤穂市総合福祉会館 4,129 善意の募金箱

◎善意銀行受付窓口・・・赤穂市社会福祉協議会◎

　この共済（保険）は、加入されたボランティアの方が自
発的な意思に基づき、国内において他人や地域社会に貢
献するなどのボランティア活動中（往復途上を含む）の、
万が一の事故に備えるものです。
●�加入対象者　ボランティア活動者（加入は個人単位）
●掛金　１名につき500円
●�お支払いの対象
　 ▽ �通常のボランティア活動中の事故、活動場所への往
復途上やボランティアの学習会、活動の企画・運営
会議への参加等 

　 ▽ �防災訓練や災害地でのボランティア活動（但し、地
震などの天災に起因する傷害事故および賠償事故は
補償対象外） 

　� ▽宿泊を伴うボランティア活動 
　� ▽セルフヘルプグループ（例：患者会等）の役員の活動

●補償内容
　�〈傷害補償〉  ▽死亡＝2,440万円 
　� ▽後遺障害＝2,440万円（限度額） 
　 ▽入院＝日額8,400円（180日限度）

　 �▽通院 日額4,400円（90日限度） 
　 ▽ �手術＝入院日額8,400円×（手術の種類に応じて定め
られた倍率）

　�〈賠償責任補償〉 
　 ▽５億円（限度額＝対人・対物共通）免責金額なし

　〈死亡見舞金〉10万円
●�補償期間　平成25年４月１日～平成26年３月31日ま
での１年間

●�加入手続き　社協受付日の翌日から補償されます。
　�４月１日からの補償を希望される場合は、3月29日
（金）までに申し込みをお願いします。
●�申込・問い合わせ先　社会福祉協議会（ボランティア
センター）

平成25年度兵庫県ボランティア・市民活動災害共済

編集：社会福祉法人
赤穂市社会福祉協議会
（ボランティアセンター）

赤穂市中広２６７
（赤穂市総合福祉会館内）
ＴＥＬ４２・１３９７
ＦＡＸ４５・２４４４
http://ako-shakyo.jp/
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　社協では、視覚障がい者支援事業として、朗読ボラ
ンティアグループ「来

らい

夢
む

」、点訳ボランティアグループ
「赤穂点灯会」の協力により、市広報・新聞などを録音・
点訳し、視覚障がい者にお届けしています。
　「来夢」では対面朗読サービスや録音図書（約170作
品）の貸し出し、「赤穂点灯会」では点訳図書（約50作品）
を貸し出ししています。
　詳しくは社協（ボランティアセンター）までお問い合
わせください。

録音図書・点訳図書を利用しませんか？

　社協では、小・中・高校の児童・生徒や、
各種団体への福祉体験学習を実施しています。
　そこで、車いす・アイマスク・高齢者疑似
体験などの学習をお手伝いしてくださるボラ
ンティアを募集します。
　詳しくは社協までお問い合わせください。

福祉体験学習（キャップハンディ）ボランティア募集！

　社協と赤穂市介護者の会では、在宅介護支援の一環
として、栄養士の協力を得て「減塩・減糖」を基本とし
た介護特別食を毎週月曜日と木曜日に調理し、配食を
行っています。
　刻み食・ミキサー食・トロミ食・お粥などの形状に
も対応させていただきます。
　利用には事前の申し込みが必要となりますので、希
望される方は社協までお問い合わせください。
●�実施日　毎週月曜日・木曜日（祝日の場合、休み）
　　　　　�午前11時～正午前後にご自宅へ配達
●利用料金　１食　450円

在宅介護で食事に困っていませんか？
～介護特別食のご案内～

・調理が得意な方
・配食をお手伝いしてくださる方
一緒に活動しませんか？
活動日は、介護特別食の実施日です。
詳しくは社協までお問い合わせください。

ボランティア募集中

　14地域の自治会・女性会・まちづくり連絡
（推進）協議会が中心となって、歳末たすけあ
い事業の一環として、ひとり暮らし老人・後
期高齢者世帯2,150人を対象に、友愛訪問を
行いました。
　地域によって工夫を凝らして行われ、心温
まる交流の輪が広がりました。

歳末たすけあい友愛訪問

災害ボランティアセンター開設訓練実施！

　２月17日（日）、総合福祉会館において、総勢97名の方に
参加していただき、災害ボランティアセンター開設訓練を
実施しました。
　内容は、昨年の訓練同様に、災害ボランティアセンター
一連の流れを継続して行う実践的な訓練を行いました。
　今後は３月14日（木）に参加者による検討会を開催します。
　反省を次回の訓練に生かし、非常時でも円滑に災害ボラ
ンティアセンターを開設できるよう、今後も取り組んでい
きます。

　赤穂市ボランティアセンターでは、災害時に
迅速にボランティア活動を行うことができるよ
うに、災害ボランティアの登録を行っています。
　詳しい内容は、社協（ボランティアセンター）
まで。

災 害 ボ ラ
ン テ ィ ア
登 録 者
募集中！！

災害ボランティアセンターの流れ

①ボランティア受付
　�「ボランティア登録カード」を記入し、ボランティアの
登録を行います。活動中の万一の事故に備え、ボラン
ティア保険に必ず加入します。

②オリエンテーション
　�活動についての内容や役割を確認します。

▼

③マッチング
　�被災者から出されているニーズ（要望）と活動を行
うボランティアのマッチング（調整）を行います。
　�常に活動のニーズがあるとは限らないため、待機
時間があることについてご注意ください。

▼

④送り出し
　�活動先へは徒歩で向かう場合と車での送迎で向
かう場合があるので、その調整を行います。

▼

⑤活動先へ
　�活動は基本的には何人かのグループで行います。
そのグループの中でリーダーを決定し、活動中は
リーダーの指示に従って活動を行います。

▼

⑥活動報告
　�活動が終わると一旦センターへ帰ってきます。
そこでリーダーから本日の活動の終了・継続の
報告を受けます。

▼
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▪�広報あこうは自治会を通じてお届けしています。
▪�その他、スーパー、コンビニエンスストア、観光
案内所（播州赤穂駅）、各地区公民館、市役所にも
設置していますのでご利用ください。

▪�次回の回覧広報あこうは３月25日（月）、
　広報あこうは４月10日（水）の発行予定です。
▪広報あこうは再生紙を使っています。

　11ページのフォトニュースで掲載
しました「ものづくり講演会」は、市内
の工場が誇る先進技術を紹介する講演
会です。
　今回、3回目となった「ものづくり講
演会」は、オンリーワン製品を世界展
開している鷏和にある㈱MORESCO
（旧社名：松村石油研究所）の生産技
術開発部部長の吉田氏による講演で�
した。
　吉田部長より様々な産業分野で活躍
している潤滑油と接着剤の紹介があ

り、“妥協なき技術開発”に取り組んで
いると話された言葉が印象的でした。
　城西小学校の出前授業では、タテホ
化学工業㈱技術開発部の若手社員の
皆さんが、酸化マグネシウム製品につ
いて実験を交えながら説明されていま�
した。
　市内には、世界でもトップクラスの
先進技術を駆使して様々な製品を作っ
ている企業がたくさんあり、心強く、
頼もしく感じた取材でした。
� て
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保育所子育て� 赤穂☎42・3368 塩屋☎42・0323 尾崎☎42・2297
　電話相談� 御崎☎42・3338 坂越☎48・8458 有年☎49・2297
子育て相談（子育て学習センター）� ☎45・3290
青少年育成相談　青少年育成センター（随時）� ☎43・7831
� フリーダイヤル 0120・783・115
消費生活センター（市民対話課内）（随時）� ☎43・7067(相談専用)
女性問題電話相談　女性交流センター（火～金 13:00～16：00祝日除く）�☎43・7800
市民生活無料法律相談　市民対話課� 予約☎43・6818
心配ごと相談　こころの相談　社会福祉協議会� 予約☎42・1397
犬の引き取り問い合わせ　動物愛護センター龍野支所�☎0791・63・5146

市
福
保セ

市役所（代表）�☎43・3201
総合福祉会館�☎42・1397
保健センター�☎43・9855

会

健康
地セ
市民会館� ☎43・7450
地域活動支援センター�☎48・1615
赤穂健康福祉事務所�☎43・2321

問 い 合 わ せ 先

健康・相談

広 報

4月
1
2 ●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00

3
●農地相談　10：00 ～ 11：30 
●心配ごと相談・こころの相談（要予約） 13：00 ～ 17：00 
●エイズ・肝炎電話相談（前日までに要予約） 13：20 ～ 
●若者の心と体の相談（要予約） 13：30 ～ 15：30 
●３歳児健診（Ｈ21.10生） 13：30 ～ 14：30　受付 

4 ●年金出張相談　10：00 ～ 15：00 

5 ●健康相談　9：00 ～ 11：00 

6
7  太田小児科 ☎ 45・2060

9：00 ～ 17：00

8 ●人権相談　10：00 ～ 12：00 

9 ●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00

10 ●法律相談（要予約） 13：00 ～ 16：00 
●心配ごと相談 13：00 ～ 17：00 

11 ●子育て相談（子育て学習センター） 13：30 ～ 16：00 

12 ●栄養相談（要予約） 9：30 ～ 11：30 

13 ●行政書士・司法書士・土地家屋調査士無料相談 
　10：00 ～ 12：00　 市民対話課　☎43・6818

14  渡辺内科小児科医院 ☎ 42・3884
9：00 ～ 17：00

15 ●楽らく健康教室　13：30 ～ 15：30 

16 ●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00

17
●女性問題専門相談（要予約） 13：00 ～ 16：00 
　 市民対話課　☎43・6818
●エイズ・肝炎電話相談（前日までに要予約） 13：20 ～ 
●若者の心と体の相談（要予約） 13：30 ～ 15：30 
●１歳６ヵ月児健診（Ｈ23.9生） 13：30 ～ 14：30　受付 

18 ●心配ごと相談（弁護士・要予約） 8：30 ～ 12：00 

3月
11 ●献血　9：30 ～ 11：30 

12 ●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00

13
●法律相談（要予約） 13：00 ～ 16：00 
●心配ごと相談　13：00 ～ 17：00 
●１歳６ヵ月児健診（Ｈ23.8生） 13：30 ～ 14：30　受付 

14 ●子育て相談（子育て学習センター） 13：30 ～ 16：00 

15 ●献血　9：15 ～ 11：30 消防本部

16 ●特定法律相談　9：30 ～ 12：00 
　 市民対話課　☎43・6818

17  久保川医院 ☎ 42・2140
9：00 ～ 17：00

18 ●楽らく健康教室　13：30 ～ 15：30 

19 ●ネコの引き取り　8：30 ～ 9：30 
●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00

20  シオヤ外科胃腸科医院 ☎ 43・4712
9：00 ～ 17：00

21
●心配ごと相談（弁護士・要予約） 8：30 ～ 12：00 
●女性問題専門相談（要予約） 13：00 ～ 16：00 
　 市民対話課　☎43・6818
●国民年金相談　13：30 ～ 16：00 

22
23
24  澤田医院 ☎ 48・8149

9：00 ～ 17：00

25

26
●健康相談　9：00 ～ 11：00 
●行政相談（相談委員） 10：00 ～ 12：00 
●知的障がい者相談　10：00 ～ 12：00 
●保育所子育て電話相談　10：00 ～ 16：00

27
●心配ごと相談・こころの相談（要予約） 13：00 ～ 17：00 
●法律相談（要予約） 13：00 ～ 16：00 
●４ヵ月児健診（Ｈ24.11生） 13：30 ～ 14：30　受付 
●精神障がい者相談　10：00 ～ 12：00 地セ

28 ●身体障がい者相談　10：00 ～ 12：00 

29
30
31  石川整形外科医院 ☎ 45・1717

9：00 ～ 17：00


